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要 旨 

台湾は 1895 年(明治 28 年)から 1945 年(昭和 20 年)までの約 50 年間，日本の植民地で

あった。その間，台湾全土に学校が設置され原住民も蕃童教育所に通った。その結果，第

二次世界大戦の終戦末期には日本人として高砂義勇隊になり南方の前線に向かった人たち

もいる。そのような日本統治時代の歴史が台湾の離島である蘭嶼（らんしょ）にも色濃く

残り，タオ族にも日本語を話す老人たちがいる。 

台湾の原住民は現在 14 民族で約 52 万人である。その内タオ族は約 4000 人で原住民総

人口の 1%にも満たない。原住民の母語はそれぞれ異なり日本語が共通言語となったが，

タオ族は他の原住民との接触も少なく共通言語としての日本語の役割も必要ないと思われ

る。本研究では，そのような環境下で，なぜ戦後 70 年近く経つ現在も日本語力が維持さ

れたのかを解明することを目的とする。台湾蘭嶼における植民地時代の教育はどのように

行われたのか，彼らの生活の中に日本語がどのように浸透しているのかを，時代の生き証

人である 80 歳代の老人たちの語りを中心にみた。 

研究は 2010 年から 2013 年までに現地で 5 回行ったインタビュー調査に基づく。協力者

は現地においてスノーボール式に得た 21 名(男性 9 名，女性 12 名)である。全て日本語で

インタビューを行い，必要であれば稿者が中国語で補った。そこから得られた文字化デー

タから，植民地時代の教育，日本人との関わり，戦後の日本語使用の変化への言及個所を

抽出した。 

蘭嶼に蕃童教育所(学校)ができたのは 1923 年（大正 12 年）である。学校から遠い児童

には宿舎が用意されていた。続いて２校目が 1939 年（昭和 14 年）に開校している。教師

は警察官で教科は修身，国語，算術，書画，唱歌，実科（農業，手工及び裁縫），就業時

間は午前のみであった。 

植民地時代に学校教育を受けた老人たちは驚くほど教科書を良く暗唱しており，使用し

ていた教科書『教育所用國語讀本』を特定することができた。長文もスラスラと口から出

てくる老人が多く，当時の暗唱教育がいかに徹底していたのかがわかる。また，皇民化教

育も徹底しており，神社参拝，国旗掲揚，教育勅語の斉唱が日本国内と同様になされてい

たことは興味深い。 

更に歌の記憶もあげられる。学校で習う唱歌だけでなく，駐屯していた軍人たちが歌う

軍歌，また宴会での流行歌などもよく覚えている。その歌の背景も一緒に思い出せるのが

歌の大きな影響力であろう。 

蘭嶼は離島であったため，軍人や政府関係者たちが島を訪れ，宴会も行われた。その席

に「婦人会」として学校卒業後の 10 代の女性たちが駆り出されている。そのため女性は，

流行歌や，替え歌なども良く覚えているのである。今でも「東京音頭」は 50 代以上の島

民なら誰でも口ずさむほど定着している。こうした歌や踊りは中華民国になっても許され，

歌謡大会で日本語の歌を歌ったと語る老人もいた。 

タオ族の母語には，表記システムはなく，学校もなかった。植民地時代にようやく教育

体制が確立し，学力の優劣を測る基準として日本語力が大きな比重を持つことになった。



2 

 

植民地時代には優秀な生徒は卒業後に教師となったり，日本人の通訳として重用された者

もいる。タオ族にとって日本語が優劣を決定する「威信の言語」となったのではないか。 

戦後数年の混乱期には，教育が徹底されず，中国語も学んでいない人たちがいる。その

ため，1951 年にキリスト教の布教が始まるが，聖書を読むためには日本語が必要となり，

日本語のできるものが伝道師となる。日本語教育を受けていない世代も，台湾人やアミ族

(原住民)，スイス人の宣教師から日本語を学ぶようになったのである。日本語はタオ族の

間でキリスト教信仰のために必要な言語となっていく。戦後も日本語の優位性が持続して

いるのである。このように，日本語が「威信の言語」となり，維持，継承されているので

はないだろうか。 

現在日本語話者は減ってきている。しかし，語彙レベルではクレオールとして定着して

いるものが多い。タオ語の辞書には外来語として「飛行機」「かばん」などの日本語語彙

が 44 語載っているほどである。また片仮名も発音を伝える重要な音声伝達手段として，

タオ語の教材にも使用されている。本研究では，日本語がタオ族の言語文化に根付いてい

ることをインタビュー調査から検証した。
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